








 因子 3： 同じものを好み、流行に合わせることについての質問が多く含まれる「模
倣的・同調」の因子
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　因子分析には、IBM SPSS Statistics 21日本語版の・IBM SPSS Statistics Baseと 



















　各因子で一番負荷量の高い項目によってアンケート回答の 1 & 2あてはまる（1）
と 3 & 4あてはまらない（2）の 2群に分けた。ただし、第 3因子（模倣）では 1番
高い Q2の回答者の分布がアンバランスなため 2番目に因子負荷量が高い Q14に基
づいて群分けた。
　有意性水準が 5％以下の項目について平均値、t値、p、ケース数を表に一覧にした。
　Table 2は、第 1因子（自己主張）の負荷量が最も高い Q28口論や議論の際には、
相手をいいまかしたい、に対し「あてはまる」と答えた者（1）と「あてはまらな
い」と答えた者（2）の間で t検定を行った結果を示した。自己主張の強い調査協力







自己主張 個性化 同調 競争心
Q28 0.70 0.12 0.15 0.05 （28） 口論や議論の際には、相手をいいまかしたいですか。
Q13 －0.62 0.31 －0.06 0.02 （13） 人に指図するのは嫌いですか。
Q8 0.61 0.24 0.03 0.08 （8）人の上に立って命令したいほうですか。
Q18 0.54 0.15 0.33 －0.08 （18）会話を一人占めする方ですか。
Q3 0.53 0.26 －0.06 0.15 （3） いつも自分のやり方を押し通したいタイプですか。
Q20 0.53 －0.07 －0.15 0.11 （20） 勝者と敗者がはっきりする場面が好きですか。
Q5 0.51 0.35 0.17 0.30 （5） どんなグループの中でも、一番になりたいですか。
Q4 －0.04 0.74 －0.09 0.12 （4） 友達と違うファッションをすることで自信がもてますか。
Q22 0.15 0.62 0.08 0.08 （22） 個性的なファッションアイテムを取り入れることで友
達より魅力的になれると思いますか。
Q19 0.20 0.58 －0.07 －0.25 （19） 友達と同じアイテムを持つことに抵抗を感じますか。
Q9 0.29 0.51 －0.02 0.17 （9） 友達が自分と同じようなファッションをしていると不
愉快に感じますか。
Q1 0.06 0.48 0.25 0.38 （1） 派手なファッションをして、人目を引こうとするほうですか。
Q7 －0.22 0.43 0.03 0.40 （7） ファッションにおいて個性を出すことこそ自己表現だ
と思いますか。
Q24 0.05 0.49 0.46 0.10 （24） 流行のファッションアイテムを取り入れることで友達
より魅力的になれると思いますか。
Q2 －0.12 0.04 0.76 0.07 （2） 友達と同じファッションをすることで自信がもてますか。
Q14 0.10 0.08 0.61 0.28 （14） 友達のファッションを真似したことがありますか。
Q29 0.04 －0.04 0.57 －0.06 （29） 自分には似合わないファッションでも流行だからとい
う理由で着ることがありますか。
Q15 0.04 0.30 0.51 －0.20 （15） 自分より魅力的で有能な人に会うのは不愉快ですか。
Q16 0.38 0.06 0.51 0.08 （16） みんなの注目を集めるために、おおげさにふるまうこ
とがありますか。
Q27 0.13 0.27 －0.48 0.03 （27） 自分が好きなファッションが流行とは全く関係がなく
ても自信をもって着用できますか。
Q10 0.15 0.14 －0.13 0.57 （10）負けず嫌いですか。
Q25 0.25 0.09 －0.02 0.54 （25）他人から挑戦されるとうれしいですか。
Q11 0.29 0.38 －0.04 0.53 （11）注目されることが好きですか。
Q17 －0.02 －0.23 0.39 0.52 （17） 友達がもっているファッションアイテムが欲しくなっ
たことはありますか。
Q26 －0.02 －0.04 0.22 0.49 （26）無視されるのはがまんできないほうですか。






　Table 3は、第 2因子（個性化）の負荷量が最も高い Q4友達と違うファッション
をすることで自信がもてますか、に対し「あてはまる」と答えた者（1）と「あては
まらない」と答えた者（2）の間での t検定の結果を示した。個性化願望の強い調査
協力者においては、Q7, Q9, Q19, Q27で平均得点が有意に低かったが、Q14, Q17, 
Q29では差が無かった。個性化尺度以外では、自己顕示性を示す Q1人目を引こうと
する、Q11注目されたい、Q21聴衆は大勢、および自己主張性を示す Q3と Q8で
Table 2　第 1因子（Q28）によるアンケート項目の t検定の結果
グループ名：GRQ28（西田アンケート 12gr.sta）
グループ 1：G_1: 1　1, 非常にあてはまる、2, ほとんどあてはまる
グループ 2：G_2: 2　3, ほとんどあてはまらない、4, 非常にあてはまらない
平均 平均 ケース数 ケース数
G_1: 1 G_2: 2 t-値 df p G_1: 1 G_2: 2
Q3 自分のやり方を押し通したい 2.16 2.58 －3.32 149 0.00 74 77
Q5 一番になりたい 2.89 3.26 －3.21 149 0.00 74 77
Q8 命令したい 2.93 3.36 －3.48 149 0.00 74 77
Q9 同じファッション不愉快 2.76 3.10 －2.54 149 0.01 74 77
Q11 注目されることが好き 2.49 2.77 －2.12 149 0.04 74 77
Q12 ファッションを真似された 2.92 3.26 －2.53 149 0.01 74 77
Q13 指図するのは嫌い 2.57 2.17 2.81 149 0.01 74 77
Q16 みんなの注目を集める 2.72 3.14 －3.44 149 0.00 74 77
Q18 会話を一人占めする 2.96 3.21 －2.06 149 0.04 74 77
Q19 同じアイテムを持つのに抵抗 2.66 3.04 －2.70 149 0.01 74 77
Q20 勝者と敗者がはっきりする 2.49 3.00 －3.84 149 0.00 74 77
Q22 個性的ファッションアイテム 2.66 2.95 －2.21 149 0.03 74 77




　Table 4は、第 3因子 （模倣）の負荷量が最も高かった Q2では「あてはまる」者が









Table 3　第 2因子（Q4）によるアンケート項目の t検定の結果
グループ名：GR04（西田アンケート 12gr.sta）
グループ 1：G_1: 1　1, 非常にあてはまる、2, ほとんどあてはまる
グループ 2：G_2: 2　3, ほとんどあてはまらない、4, 非常にあてはまらない
平均 平均 ケース数 ケース数
G_1: 1 G_2: 2 t-値 df p G_1: 1 G_2: 2
Q1 派手なファッションで人目引く 2.88 3.28 －3.82 149 0.00 52 99
Q3 自分のやり方を押し通したい 2.13 2.51 －2.74 149 0.01 52 99
Q5 一番になりたい 2.81 3.22 －3.45 149 0.00 52 99
Q7 個性を出すことこそ自己表現 2.06 2.49 －3.37 149 0.00 52 99
Q8 命令したい 2.94 3.26 －2.41 149 0.02 52 99
Q9 同じファッション不愉快 2.54 3.14 －4.36 149 0.00 52 99
Q11 注目されることが好き 2.38 2.76 －2.71 149 0.01 52 99
Q19 同じアイテムを持つのに抵抗 2.58 3.00 －2.89 149 0.00 52 99
Q21 講演をするなら聴衆は大勢 2.50 2.86 －2.43 149 0.02 52 99
Q22 個性的ファッションアイテム 2.46 2.99 －4.02 149 0.00 52 99
Q27 流行関係ない 1.98 2.43 －2.98 149 0.00 52 99
101
達と同じファッションをしたり真似したりする一方で、人目を引きたいという自己顕
示性と競争心 Q5, Q15, Q25が高く一番になりたがり、挑戦したいという心理的側面
も強い。








Table 4　第 3因子（Q14）によるアンケート項目の t検定の結果
グループ名：GR14（西田アンケート 12gr.sta）
グループ 1：G_1: 1　1, 非常にあてはまる、2, ほとんどあてはまる
グループ 2：G_2: 2　3, ほとんどあてはまらない、4, 非常にあてはまらない
平均 平均 ケース数 ケース数
G_1: 1 G_2: 2 t-値 df p G_1: 1 G_2: 2
Q1 派手なファッションで人目引く 3.00 3.23 －2.19 149 0.03 56 95
Q2 同じファッション自信がもてる 2.79 3.46 －6.28 149 0.00 56 95
Q5 どんなグループでも一番 2.88 3.20 －2.71 149 0.01 56 95
Q8 命令したい 2.96 3.26 －2.28 149 0.02 56 95
Q12 ファッションを真似された 2.86 3.23 －2.69 149 0.01 56 95
Q15 自分より魅力的な人不愉快 3.05 3.44 －3.31 149 0.00 56 95
Q16 みんなの注目を集める 2.64 3.11 －3.62 149 0.00 56 95
Q17 友達のアイテム欲しくなる 1.55 2.20 －4.91 149 0.00 56 95
Q18 会話を一人占めする 2.91 3.19 －2.24 149 0.03 56 95
Q24 流行のアイテム魅力的 2.70 3.12 －3.32 149 0.00 56 95
Q25 挑戦されるとうれしい 2.77 3.08 －2.21 149 0.03 56 95
















Table 5　第 4因子（Q10）によるアンケート項目の t検定の結果
グループ名：GR10（西田アンケート 12gr.sta）
グループ 1：G_1: 1　1, 非常にあてはまる、2, ほとんどあてはまる
グループ 2：G_2: 2　3, ほとんどあてはまらない、4, 非常にあてはまらない
平均 平均 ケース数 ケース数
G_1: 1 G_2: 2 t-値 df p G_1: 1 G_2: 2
Q3 自分のやり方を押し通したい 2.28 2.79 －3.05 149 0.00 123 28
Q5 どんなグループでも一番 3.02 3.36 －2.27 149 0.02 123 28
Q7 個性を出すことこそ自己表現 2.25 2.75 －3.12 149 0.00 123 28
Q9 同じファッション不愉快 2.83 3.39 －3.25 149 0.00 123 28
Q11 注目されることが好き 2.56 2.93 －2.16 149 0.03 123 28
Q22 個性的ファッションアイテム 2.74 3.11 －2.20 149 0.03 123 28
Q24 流行のアイテム魅力的 2.88 3.32 －2.80 149 0.01 123 28












　そこで自作のアンケート項目（ファッション）の Q2, Q4, Q27は自信について、友
達と同じであるか違うか、流行に関係があるかによって自信にどう影響が及ぶか尋ね
た。序論では模倣についてふれていたが、あまり馴染みのない言葉で質問をすると回
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